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画像からくり

Fig. 1　切り出して組み立てる冊子の表紙 1）

Fig. 3　「マッハの本」の錯視物体

Fig. 4　屏風形の錯視図形

Fig. 5　凹面顔のドラゴンと白紙のモデル 5）

Fig. 2　「マッハの本」の図

（a） （b） （c）

桑山哲郎, 連載第57回「奥行き反転錯視物体はエルンスト・マッハから始まる」,
日本写真学会誌, 第85巻2号, pp.97-98 (2022年5月)



98

口絵解説

「画像からくり」
第 57 回　奥行き反転錯視物体はエルンスト・マッハから始まる

57 The Reverse Perspective Illusion Objects Start by Ernst Mach

桑　山　哲　郎

目の前に置いた立体物を，片方の目を覆ってしばらく見て
いると手前と奥が入れ替わる．このとき見る位置を上下ある
いは左右に変えると，物体は大きく向きを変えて見える．こ
の奥行き反転錯視物体は，2007 年ごろから，YouTube の視
聴が普及するのに連動して注目が高まったようである．私は，
1978 年ごろに Fig. 1 のペーパークラフトの冊子 1）を入手，
厚い紙に印刷された線に従い切り出して組み立てる作業を
行っていたので，大変懐かしく思った．この本には円錐と立
方体の錯視物体が含まれていて，立方体が白黒のチェス盤塗
り分けであることも最近の錯視物体に受け継がれている．こ
の本から「マッハの本の錯視」を勉強するようにと教えられ
たが，40 年を超えてもあまり勉強は進んでいない．少し進
展があったのでこの機会に紹介したい．なお，奥行き反転錯
視物体の解説については，この「画像からくり」の連載 2）

に加えいくつかある 3－6）が，勉強が少し進んだので報告する．
「マッハの本の錯視」については，まだ十分解明できてい
ない課題がある．線画と実物の関係である．すべての解説に
必ず登場する線画は Fig. 2（a）であるが，実物のスケッチ
に近付けようとFig. 2（b），Fig. 2（c）を描いてみた．描き
足すと興味深いのではないかと工夫してみたが，凹と凸の反
転がどんどん起こりにくくなってしまう．この結果に対応し
て錯視物体を机の上のミニ・スタジオに配置してみた（Fig. 3）．
マッハの本の錯視では「一方の目を覆い，30 秒以上凝視す
ること」という解説がある様に錯視が起こりにくいが，左の
黒背景の結果が一番良いと思われる．線画に比較し，実物は
錯視が起こり難いことが解説に線画ばかり登場する理由では
ないかと推測する．
こんな検討を進めているうちに，エルンスト・マッハ（Ernst 
Mach 1838-1916）の著書「感覚の分析」（Die Analyse der 
Empfindungen）の英訳 7）全文の pdf ファイルが手に入った．
読んでみると，マッハは実物の錯視物体だけを相手にしてい
るのだが，図は Fig. 2（a）の線画だけを掲載していること
が分かった．また，次のような文章を見つけ納得した．「中
央部を手前にして折り曲げた物体を目前に置き左から照明す
る．両眼視から単眼視にしても物体の見えは変わらないが，
錯視が生じて中央部が奥に見えた途端，右側が暗いことが目
立つ」．この記述に従い，Fig. 3 を撮影した．参考になる文献・
記述はだんだん見つかってきたので，この先更に解明を進め
ることができると思う．
線画での多義図形をもっと面白くしようと，Fig. 4 を描い
てみた．屏風の形を平面に描いているが，“ＶＶ ” に折れ曲
がっている立体と “ΛΛ” の形を見ることができる．それぞ
れの場合で，照明の方向が左右入れ替わって感じられること

が面白い．なお，「多義図形」という呼び方以外に，反転図形，
あいまい図形，両義図形などの呼び方もある．
奥行き反転の錯視物体の撮影では，照明の影響が大変大き
い．次のステップを検討するスタートとして，Fig. 5 を撮影
してみた．上は，普通の部屋と同じ上からの照明，下は意図
的に下から上に向けて照明した結果である．「首振りドラゴ
ン」などと呼ばれる錯視物体の左右に，表面を白一面にした
物体，顔を凸面に組み立てた物体を並べた．詳しい解析は今
回記述できないが，顔が錯視に大きく影響すること，凹面顔
を上から照明しているとき，錯視が起こると下から照らす照
明光が現われることを見ていただけることと思う．
以上，多義図形と奥行き反転物体について，その一端を紹
介した．かなり長い間興味を持って取り組んでいるが，それ
ぞれの性質と，発達してきた歴史のどちらもよく分からない
ことが多いことを痛感した．これからも少しずつ解明を続け
たい．
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